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ギャラリー1 ギャラリー2

歴史展示スペース

〔館概要〕

名 称 佐賀大学美術館
所 在 地 佐賀市本庄町１番地
基本設計 佐賀大学
実施設計 ㈱梓設計九州支社［協力：㈱ワークヴィジョンズ］
監 理 佐賀大学環境施設部
施 工 建築：金子建設㈱

電気：㈱佐電工
機械：㈱九電工

構 造 鉄骨造・地上２階建
延床面積 １，５０２㎡
展示面積 ４６２㎡

ギャラリー１ １０６㎡ ギャラリー２ １０６㎡ スタジオ １１１㎡
特別展示室 ４８㎡ 小展示室 ３４㎡ 歴史展示スペース ５７㎡

そ の 他 プロムナード 中庭 ブリッジ
設 備 トイレ 多目的トイレ ロッカー
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〔沿革〕

２０１１年１月４日 学長年頭挨拶で美術館設置計画を発表
６月８日 佐賀大学役員会にて美術館設置諮問委員会からの答申書を報告

美術館の設置を審議・了承。同時に３WG（設置募金、利用、建設）についても報告
１２月２０日 美術館基本設計建設コンサルタント選定委員会で基本設計コンサルタント選定

２０１２年２月２２日 佐賀大学役員会にて基本設計のイメージを説明、募金趣意書の作成を提案・了承
５月１４日 基本設計納入
１２月２９日 美術館実施設計終了

２０１３年２月１４日 新営工事起工式
６月２６日 美術館規則、美術館運営委員会規定制定
８月３０日 美術館建設工事竣工
９月２８日 佐賀大学統合１０周年記念式典・佐賀大学美術館開館記念式典
１０月２日 一般公開開始

２０１４年１０月２４日 入館者５万人達成
２０１５年１月２２日 第１８回佐賀市景観賞受賞
２０１６年２月１９日 入館者１０万人達成
２０１８年１２月８日 入館者２０万人達成

〔設立主旨〕

２０１３年１０月、旧佐賀大学と佐賀医科大学の統合１０周年記念事
業として佐賀大学美術館は誕生しました。美術館と、併せて整備さ
れた正門エリアは、「地域に開かれた大学」という佐賀大学の理念を
象徴するものです。美術館は、総合大学である佐賀大学の魅力を
多方面に向けて、より多くの人に知っていただくための情報発信源とし
て活用されています。

〔活動目的〕

佐賀大学が所有する資料や、美術・工芸に関連する作品を収
集・保管・展示するとともに、文化芸術の新しい活動や表現を地域の
方 と々ともに作り上げ、総合大学が生み出すさまざまな研究成果を周
知・公開していきます。
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学務部教務課（学芸員等）

外部評価組織 館　　長

副館長

各学部等運営委員会

〔組織図〕

〔職 員〕

館長 渡 孝 則
副館長 荒 木 博 申
係長 松 尾 和 俊
事務員（再雇用） 廣 木 昭 則

２０２１年３月３１日現在

〔運営委員〕

委員長（館長） 理事 渡 孝 則
副委員長 理事 山 下 宗 利
副委員長（副館長） 教授 荒 木 博 申
委員 准教授 和 田 学
委員 准教授 花 田 伸 一
委員 准教授 洪 廷 和
委員 教授 田 渕 康 子
委員 教授 後 藤 聡
委員 准教授 中 井 信 介
委員 学務部長 大 西 真 次
委員 佐賀大学同窓会長 川 副 操
委員 教授 德 安 和 博
委員 財務部長 池 尻 英 一

２０２１年３月３１日現在
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１．展示記録（主催）

常設展示 第2期

《展覧会概要》
２０１３年の開館以来、佐賀大学美術館は、佐賀大学の美術教員はじめ佐賀にゆかりのある作家達の
芸術作品を収集し、現在は９０点以上の作品を収蔵している。常設展では、当館のコレクションを恒常
的に学生はじめ地域の方 に々一般公開し、佐賀や佐賀大学における美術の様相を紹介する。
第２期では、令和元年度に新たに当館に収蔵された寄贈作品を公開した。本学前身の一つである
佐賀師範学校で美術教員として働いていた山口亮一と彼が教え子たちに描かせた慰問絵巻や本学教
育学部教授で美術教育をになった深川善次の人物油彩画の展示を行った。
《会期》２０２０年１１月６日（金）～３月２８日（日）
《開館日数》１１０日間
《会場》特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《展示構成》西洋画４点、資料７点 合計１１点
《入館者数》４，０１５人
《広報物》外看板、HP、FB
《配布資料》目録

目録
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出品リスト
No. 作家名 作品名 制作年 素材 寄贈者等
１ 山口 亮一 菊 １９１４ 油彩、カンヴァス 佐賀大学蔵
２ 山口 亮一 庭に咲く花 不明 油彩、カンヴァス 佐賀大学蔵
３ 山口 亮一 菊 不明 油彩、カンヴァス 佐賀大学蔵
４ 山口 亮一 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
５ 山口 亮一 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
６ 深川 善次 村岡宅美先生像 １９６７ 油彩、カンヴァス 村山 卓雄 氏
７ 松尾 豊治 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
８ 石倉 博 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
９ 石﨑 寛 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
１０ 竹下 義行 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
１１ 田村 進 慰問絵巻 １９４２ 水彩・紙 井﨑 満洲男 氏
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美術館で身体を考える

《展覧会概要》
「身体」というテーマを軸に、医学部や芸術地域デザイン学部はじめ学内の他機関と連携することで、
美術や美術教育の歴史、そして医学発展の足跡や日進月歩する今日の医療技術など、学内の活動と
その成果を広く紹介した。地域の知と文化の拠点たる大学美術館が「身体」の多様な姿をアートや歴史
資料を通して提示することにより、地域の未来を担う若い世代の人 に々、これからのダイバーシティ社会に
ついて積極的な再考を促す展示となった。
《会期》２０２０年９月２９日（火）～１０月２５日（日）
《開館日数》２４日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室、特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《協力》佐賀大学芸術地域デザイン学部、佐賀大学医学部、佐賀大学地域学歴史文化研究センター
《後援》佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀市
《展示構成》西洋画１１点、彫塑３点、資料等４５点 合計５９点
《入館者数》１，８９６人
《広報物》チラシ、ポスター、外看板、HP、FB
《発行物》図録、チラシ、ポスター
《関連事業》講演会：テーマ「身体とアート」講師パフォーマー 坂井 存

日時：令和２年１０月９日（金）１５：００～１７：００
会場：スタジオ前

《関連事業》ギャラリートーク
日時：令和２年１０月１１日（日）、１８日（日）、２５日（日）

１５：００～１５：４０
場所：ギャラリー１、２、スタジオ、特別展示室

チラシ
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出品リスト
No. 作家名、開発等 作品名 制作年 素材 所蔵

１ レオナルド・ダ・ヴィンチ 解剖手稿 １９８２年出版 ファクシミリ版 佐賀大学附属図書館医学部分
館

２ アンドレアス・ヴェサリウス 『人体の構造』 １５５５年（第２版） 紙、木版 九州大学附属図書館医学図書
館

３ シャルル・エティエンヌ 『人体各部解剖』 １５４５年 紙、木版 町田市立国際版画美術館

４ 寺島 良安 編 『和漢三才図会』 １７１２年頃 紙、木版 佐賀大学図書館（小城鍋島文
庫）

５ 山脇 東洋 『蔵志』 １７５９年 紙、木版、着色 個人

６ 杉田 玄白、前野 良沢、
他 『解体新書』 １７７４年 紙、木版 佐賀大学地域学歴史文化研究

センター
７ ヨハン・アダム・クルムス 『解剖図表』（複製） １７３１年版複製 書籍 個人

８ 相良 柳逸 「人工体普録」 １８６８－１８６９年 紙、墨書 佐賀大学附属図書館（小城鍋
島文庫）

９ 各務文献 『整骨新書』 １８１０年 紙、木版 佐賀大学地域学歴史文化研究
センター

１０ 三雲 環善 編 『施薬院解男体臓図』（写） ― 紙、墨画、着色 個人

１１ 宇田川 玄真 『西説医範提綱内象銅版図』１８０８年 紙、銅版 佐賀大学地域学歴史文化研究
センター

１２ ピエール・ニコラ・ジェル
ディ

『画家や彫刻家、手術に応
用した人体の体表解剖学』 １８２９年 書籍 日本体育大学図書館

１３ ヘンリ・グレイ 『記述解剖学および外科解
剖学』 １９１８年（第１７版） 書籍 日本体育大学図書館

１４ 松村 矩明 訳 「虞列伊氏解剖訓蒙図」 １８７２年版再刻 紙、銅版、着色 個人蔵

１５ ― 医業免札姓名簿 １８５１年－１８５８年 紙、墨書 佐賀県医療センター好生館
（佐賀城本丸歴史館寄託）

１６ ― 神田洞民医術（道）開業免
札 １８６２年 紙、墨書 個人（佐賀県立佐賀城本丸歴

史館寄託）

１７ 牧春堂 引痘新法全書 １８４６年 紙、木版 佐賀県医療センター好生館
（佐賀城本丸歴史館寄託）

１８ 松尾 徳明 引痘方諸控 １８５９年４月
－１８６０年６月 紙、墨書 佐賀県立博物館

１９ 久米 桂一郎 裸婦習作 １８８９年 カンバス、油彩 久米美術館
２０ 久米 桂一郎 美術解剖学の講義メモ ― 紙、墨書 久米美術館
２１ 久米 桂一郎 美術解剖学の講義スケッチ ― 紙、インク、着色 久米美術館
２２ 久米 桂一郎 美術解剖学の講義スケッチ ― 紙、インク、着色 久米美術館
２３ 岡田 三郎助 旧蔵 マリエッタ・ストロッチの胸像 ― 石膏 佐賀県立美術館
２４ 岡田 三郎助 旧蔵 エルチェの貴婦人 ― 石膏 佐賀県立美術館
２５ 岡田 三郎助 坐裸婦（習作） １９１３年頃 コンテ、紙 佐賀県立美術館
２６ 藤島 武二 裸婦 １９２０年代 油彩、カンバス 佐賀県立美術館
２７ 石本 秀雄 パリのモデル １９６４年頃 コンテ、灰色紙 佐賀大学美術館
２８ 石本 秀雄 オーバーの女 １９６０年 油彩、カンバス 佐賀大学美術館
２９ 石本 秀雄 スケッチブック １９２８－３１年 水彩、鉛筆、紙 佐賀大学美術館
３０ 海老原 喜之助 人物 ― インク、紙 佐賀大学美術館
３１ 村岡 平蔵 若いからだ 昭和５０年代 油彩、カンバス 佐賀大学美術館
３２ 村岡 平蔵 かがみ １９８４年 油彩、カンバス 佐賀大学美術館
３３ 村岡 平蔵 多摩 １９４８年 油彩、カンバス 佐賀大学美術館
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No. 作家名、開発等 作品名 制作年 素材 所蔵

３４ 小木曽 誠 地の声 ２０１２－２０１３年 油彩、テンペラ、パネル、
白亜地 個人

３５ 小木曽 誠 すすきの道 ２０１８年 油彩、テンペラ、パネル、
白亜地 個人

３６ 古賀 忠雄 男の顔 ― 石膏 佐賀大学美術館
３７ 德安 和博 アンドロメダとペルセウス ― FRP 個人３８

３９ 明石 道昭
メープルシロップ尿症の治療
に羊膜上細胞を使用する研
究の説明イラスト

― CG 個人

４０ 佐藤 良孝 脳外側面（上）・脳生中矢
状断（下） ― CG 個人

４１ 金井 裕也 心臓の構造 ― CG 個人

４２ レオン・佐久間
腹腔鏡補助下胃全摘術後の
Linear staplerを 用 い た
Roux-en Y 再建法

― CG 個人

４３ オットーボックジャパン 筋電義手 ― ― 佐賀大学、有限会社佐賀有薗
義肢製作所

４４ 松尾 清美、田中 晃一 多機能車椅子 ２０１０年（翌 年、
特許取得） ― 個人

４５ 松尾 清美 ６輪車椅子 ２０１０年（同 年、
特許取得） ― 個人

４６ 松尾 清美、田中 晃一、
株式会社ミキ工業所 セルフリクライニング車椅子 ２０１８年（同 年、

特許取得） ― 個人

４７ 佐賀大学、京セラ株式会
社 AG-PROTEX 人工股関節 ２０１２年 ― 個人

４８ 佐賀大学医学部、株式会
社サイフューズ、澁谷工業
株式会社

Scafforld Free 細胞製人工
血管、剣山 ２０１３年 ― 個人

４９

５０－１ 坂井 存
放射性重い荷物：炉―震源地
Radioactive Heavy Duty : Re-
actor-epicenter

２０２０年
FRP、ゴム、鉄、ゴム板、
木材、写真、テレビモニ
ター３台

個人

５０－２ 坂井 存 護謨人間（４体）
Rubber Man ２０２０年 ゴム、鉄 個人

５０－３ 坂井 存 重い荷物 Heavy Duty ２０２０年 ゴム、リヤカー 個人

５０－４ 坂井 存 動く茶室
Mobile Tea House ２０２０年 木材、金属 個人

５０－５ 坂井 存 赤い誘惑 Red Temptation ２０００年 FRP 個人

５０－６ 坂井 存 黒い雲（２体）
Black Clouds ２０２０年 ゴム 個人

５０－７ 坂井 存 重い荷物 Heavy Duty ２０２０年 ゴム、背負子 個人
５０－８ 坂井 存 重い荷物 Heavy Duty ２０２０年 ゴム、ベビーカー 個人
５０－９ 坂井 存 重い荷物 Heavy Duty ２０２０年 ゴム、手押し車 個人

５０－１０
放射性重い荷物－パンドラの
箱 Radioactive Heavy Duty
-Pandra’s Box

２０１１年 木材、金属、プラスチック 個人
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北嶋兵一が見た景色

《展覧会概要》
小城市牛津町出身の画家北嶋兵一は、日本画と西洋画を学び、佐賀藩主鍋島直正の一生を描い

た「直正公御実歴一百図」を担当した。また戦後は、地域の風景を題材にした油彩画を残した。佐賀
に暮らした画家としての作品を展示した。
《会期》２０２０年１２月１５日（火）～２０日（日）
《開館日数》６日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学地域学歴史文化研究センター・佐賀大学美術館
《展示構成》西洋画９点、資料６点 合計１５点
《入館者数》６７９人
《広報物》HP、FB、チラシ
《配布資料》目録

チラシ
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出品リスト
No. 作家名 作品名 制作年 素材 所蔵
１ 北嶋 兵一 天山 １９７２ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
２ 北嶋 兵一 龍王河岸 １９６２ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
３ 北嶋 兵一 牛尾山権現堂石段と古塀 １９７３ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
４ 北嶋 兵一 長崎伊王島教会 １９７５ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
５ 北嶋 兵一 角力部屋けいこ １９７２ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
６ 北嶋 兵一 裸の大将 １９７４ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
７ 北嶋 兵一 水盤のどんぽう １９６９ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
８ 北嶋 兵一 雪の朝 １９７７ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
９ 北嶋 兵一 田植えの頃 １９７５ 油彩、カンヴァス 小城市立歴史資料館
１０ 北嶋 兵一 名護屋城跡 １９７９ 色紙 小城市立歴史資料館
１１ 北嶋 兵一 浮立鐘たたき １９８１ 色紙 小城市立歴史資料館
１２ 北嶋 兵一 むつごろう １９８１ 色紙 小城市立歴史資料館
１３ 北嶋 兵一 つるし柿 １９８２ 色紙 小城市立歴史資料館
１４ 北嶋 兵一 記録 北嶋兵一 １９４４ スクラップブック 小城市立歴史資料館

１５ 北嶋 兵一 「鍋島直正公御実歴一百図」 １９３３ 色紙 公益財団法人鍋島報
效会
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活動記録

コロナ禍のさなか奮闘される医療従事者の皆様への感謝と激励を込めて世界各地で実施されている、ブルーライトアップムーブメントに賛同
し、ブルーライトカラーを美術館東側窓にライトアップした。

ブルーライトアップ

《活動概要》
美術館内において、自在に調色可能なLED電球を使用し、正面のガラスを通して建
物を青く浮かび上がらせる内照式ライトアップを行った。本学医学部附属病院はもとより、
地元の医療関係者の皆様への感謝と敬意、激励のメッセージとした。
《会期》２０２０年４月３０日（木）～１２月２７日（日）

※９月１日（火）～２９日（火）は除く
《事業日数》２１３日間
《主催》佐賀大学美術館
《企画総括》荒木博申 芸術地域デザイン学部教授／佐賀大学美術館副館長
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世界アルツハイマー月間にあわせて、認知症サポーターのシンボルカラーであるオレンジカラーを美術館東側窓にライトアップした。

オレンジライトアップ

《活動概要》
美術館内において、自在に調色可能なLED電球を使用し、正面のガラスを通して建
物をオレンジ色に浮かび上がらせる内照式ライトアップを行った。大学関係者はもとより広
く一般市民に認知症への正しい理解が進むように今後も取組を行うメッセージとした。
《会期》２０２０年９月１日（火）～９月２９日（火）
《事業日数》２９日間
《主催》佐賀大学美術館
《企画総括》荒木博申 芸術地域デザイン学部教授／佐賀大学美術館副館長
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一般社団法人佐賀県観光連盟が県内観光施設・宿泊施設への誘客拡大と県内周遊観光の促進を目的とした「佐賀県×ゾンビランドサガ
スタンプラリー」キャンペーンへ参加した。

「佐賀県×ゾンビランドサガスタンプラリー」キャンペーン

《活動概要》
佐賀県を舞台にしたTVアニメ「ゾンビランドサガ」とコラボした当スタンプラリーは、２００
程の県内観光施設・宿泊施設をスタンプラリーポイントとして、複数箇所の電子スタンプを
獲得することにより、抽選でアニメのグッズや県内産品等が当選するというイベントである。
当館においては、来館者への広報、満足度向上のため、アニメコーナーもあわせてセッティ
ングした。
《会期》２０２０年１０月３０日（金）～２０２１年１月３１日（日）
《事業日数》７８日間
《主催》一般社団法人佐賀県観光連盟
《事務総括》佐賀大学美術館事務室
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２．展示記録（企画申請）

令和2年度 JA共済 小・中学生 第56回書道・第46回交通安全ポスターコンクール

《展覧会概要》
JA 共済が文化支援事業として毎年実施している全国規模のコン

クールの入賞作品展。応募された小・中学生の書作および交通安
全ポスターの中から、県内で入賞を果たした作品３２４点が展示され
た。会期中の１０月３１日にマリトピアにて金賞受賞者の表彰式を開催
した。
《会期》２０２０年１０月２９日（木）～１１月５日（木）

《日数》７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀県内 JA、JA 共済連佐賀
《後援》佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀県警察本部、佐賀県農

業協同組合中央会、NHK 佐賀放送局、サガテレビ、エフエ
ム佐賀、佐賀新聞社、日本農業新聞

第10回 璞友会展

《展覧会概要》
今年で１１回目を迎えた「璞友会」の書道の作品展。佐賀県内で
書を学んでいる指導者と生徒１５名が日頃の研鑽の成果を発表した。
２０２０年度は、書作の他に立体的な平面作品も発表され、合計２１点
が展示された。

《会期》２０２０年１１月１０日（火）～１１月１５日（日）
《日数》６日間
《会場》ギャラリー１
《主催》璞友会
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SMAART2020美術と社会の時間
《展覧会概要》
佐賀モバイル・アカデミー・オブ・アート（以下、SMAART）主催

の佐賀および周辺地域のアーティストを招聘した展覧会。SMAART
は、２０１７年度から３年間にわたり、佐賀および周辺地域のアートマネ
ジメント人材の育成を目指すプロジェクトを行ってきた。本展覧会はそ
の一つの成果として開催、福岡県在住の美術ユニットSECOND
PLANET や佐賀大学の学生の作品などが発表された。開催期間中
には「いろいろいろ」「アートがうまれるジカン」のワークショップが行わ

れた。
《会期》２０２０年１１月１４日（土）～１１月１５日（日）
《日数》２日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部
《助成》公益財団法人カメイ社会教育振興財団（仙台市）、公益財

団法人日本教育公務員弘済会佐賀支部、公益財団法人金
子財団

総合展2020―connect―
《展覧会概要》
本学の芸術地域デザイン学部学生、１～３年生が主体となって
企画、運営、展示をした展覧会。新型コロナウイルス感染症拡大の
影響を受け、学内での制作に制限を受けながらも４７名が平面作品
から、立体作品、映像、インスタレーションまで様 な々作品、計４９点を
出品した。また、オンライン上で「オンライン美術館」というサイトを開

設し、鑑賞を幅広い層からのアクセスを試みた。
《会期》２０２０年１１月１９日（木）～１１月２８日（土）
《日数》９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部総合展２０２０実行委員会
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第61回 佐賀県学童美術展

《展覧会概要》
佐賀県内の園児および小・中学生が授業で制作した絵画、デザ

イン、線描を６００点展示した。小・中学生の学校、各地区、最後に
本部の審査で特選を受賞した作品が並んだ。児童・生徒の作品を
鑑賞するため、多くの家族連れで賑わい、２，４００人を超える来場者を
迎える展覧会となった。

《会期》２０２０年１２月２日（水）～１２月６日（日）
《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県造形教育研究会
《後援》佐賀県教育委員会

第36回 佐賀県高等学校美術教師作品展
第10回 生徒授業作品展「これが高校美術だ！」

《展覧会概要》
佐賀県内の高校で美術を教える教師３２名による展覧会。第３６回

は、絵画、彫刻、デザイン、映像メディアなど様 な々素材の作品、４２
点が展示された。今年度も、県内高校の授業作品展「これが高校
美術だ！」を併催し、今日の高等学校における美術教育の取り組みが

紹介された。
《会期》２０２０年１２月１６日（水）～１２月２０日（日）
《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会芸術部会美術部会
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環ジョウ交さ点2021

《展覧会概要》
本学芸術地域デザイン学部と東京藝術大学の有志学生による合
同展覧会。本学からは院生を中心に７名、東京藝術大学からは３
名の学生が参加した。会期前の内覧会（１２月２４日）では、出品者
によるギャラリートークが開催され、交流を深めた。また、本展に関連
した展示を群馬と東京の会場にて開催した。

《会期》２０２１年１月５日（火）～１月１２日（火）
《開館日数》７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室
《主催》環ジョウ交さ点実行委員会
《協力》佐賀大学芸術地域デザイン学部、地域デザイン研究科

がばいアーティストたちこれだれが描いたの？vol．3

《展覧会概要》
社会福祉法人はるが招聘したアーティストと本学芸術地域デザイ

ン学部の学生の合計２３人のアーティストによる展覧会。障がいを持っ
たアーティストが制作した作品を白いＴシャツをキャンバスにプリントし
展示、その原画などを展示した。また、会期中スタジオでは、Ｔシャ
ツにカラーペンで思い思いに絵を描いたり、手形カードに装飾を施し

たりする参加型ワークショップも開催された。
《会期》２０２１年１月１９日（火）～１月２３日（土）
《開館日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》Saga ArtBrut Network Center（SANC）
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第45回 佐賀県高等学校書道教師書作展
第45回 佐賀県高校臨書展（生徒優秀作品展示）
《展覧会概要》
佐賀県内の高校で書道を担当する教員が授業・研究会の他に、
年に一度の書作発表の場として開催している展覧会。教員３２名、５６
点の書、掛軸、篆刻などを展示した。高校生徒臨書展の優秀作品も
合わせて展示し、様 な々年代の来館者を迎えることができた。
《会期》２０２１年２月３日（水）～２月７日（日）

《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会書道部門
《共催》佐賀県高等学校文化連盟書道専門部
《後援》佐賀県書道教育連盟

佐賀大学芸術地域デザイン学部・大学院地域デザイン研究科 デザインコース
卒業・修了制作展
《展覧会概要》
芸術地域デザイン学部および文化教育学部美術・工芸課程、大
学院地域デザイン研究科の学部生・大学院生による卒業・修了制
作展。西洋画、日本画、視覚伝達デザイン、彫塑、有田セラミック、
漆・木工、ミクストメディア、美術史・美術理論、地域コンテンツデザ
イン、フィールドデザイン、キュレーション分野を学ぶ学生たちが、学
生生活の集大成となる作品を展示した。なお本展は２０１６年に開設さ

れた芸術地域デザイン学部にとって初の卒業生による展示となった。
《会期》２０２１年２月１１日（木）～２月２１日（日）
《日数》１０日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室、歴史展示

スペース
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部、佐賀大学大学院地域デ

ザイン研究科
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暮らしの日本画展

《展覧会概要》
大正から昭和初期にかけて活躍した日本画家の美人画を展示。
暮らしの中の美を掲示した。
《会期》２０２１年２月２５日（木）～２月２８日（日）

《日数》４日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部 地域デザインコースキュ

レーション実務実践

佐賀大学教育学部附属特別支援学校 第5回 児童生徒作品展

《展覧会概要》
佐賀大学教育学部附属特別支援学校が、児童生徒の授業作品

や学習の様子を紹介し、広く活動を周知するとともに、展示・鑑賞を
通じて児童生徒の情操の学習に取り組むため毎年催している展覧
会。
特別支援学校で学ぶ知的障害を持つ児童生徒による図工・美術

作品、作業製品、学習活動で制作した作品や教材を展示した。
《会期》２０２１年３月２日（火）～３月７日（日）
《日数》６日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀大学教育学部附属特別支援学校
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佐賀大学学生書作展：My Life~Art of 書道

《展覧会概要》
佐賀大学教育学部芸術地域デザイン学部書道同好会による卒業
書作展。佐賀県書作家協会展、佐賀県書道展、県展などに積極的
に取り組んできた学生の集大成となる書作と指導教官１名の賛助作
品、合わせて１５点を展示した。

《会期》２０２１年３月４日（木）～３月７日（日）
《日数》４日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学書道同好会

都市工学専攻・都市工学科修了卒業制作展

《展覧会概要》
理工学部都市工学科で学んだ学部４年生と大学院２年生の修
士制作・卒業制作展。未来的は建築デザインや都市デザインを提
案する建築模型や、地形・風土に合わせた地域模型やプレゼン
ボードなど様 な々作品を展示した。

《会期》２０２１年３月５日（金）～３月１１日（木）
《日数》６日間
《会場》スタジオ
《主催》佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻・佐賀大学理

工学部都市工学科
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西洋画専攻企画展「BoS」

《展覧会概要》
芸術地域デザイン学部芸術表現コース西洋画専攻一同による展
覧会。１００点を超える学生の自由な発想とエネルギーに満ちた作品
の展示となった。

《会期》２０２１年３月１０日（水）～３月２１日（日）
《日数》１１日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部
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３．実習

概要

２０１６年より当館での博物館実習の学内生の受け入れが始まった。２０２０年度は学芸員資格取得希望者に対し、展示監視および、収蔵庫
見学、展示照明、作品クリーニングの実習を館内で行った。

《実習名》博物館実習 監視実習
《内容》博物館学内実習の一環で、芸術地域デザイン学部吉住磨子先生および学芸員の指導のもと、展覧会における監視実習を行った。
学部１年生から大学院２年生までが参加し、特別展「美術館で身体を考える」および「常設展 第２期」の監視実習を行った。
《期間》２０２０年１０月６日（火）～１０月２５日（日）、２０２０年１２月１日（火）～２０２１年１月３０日（土）

１０：３０～１２：００、１３：００～１４：３０、１４：４０～１６：１０※１人２回ずつ担当
《参加者》４８名

《実習名》博物館実習 収蔵庫見学
《内容》博物館学内実習の一環で、芸術地域デザイン学部石井美恵先生および学芸員の案内のもと、収蔵庫見学を行った。参加者は芸術
地域デザイン学部の編入生および１年生併せて２９名で、３グループに分かれて準備室、搬入口、収蔵庫などを見学した。
《期間》２０２０年１２月４日（金）１４：４０～１６：１０
《参加者》２９名
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《実習名》博物館実習 展示照明
《内容》学芸員養成課程「博物館資料論」において、芸術地域デザイン学部石井美恵先生の指導のもと、作品の展示照明（ライティング）
実習を行った。当館小展示室にて学部２年生から大学院２年生までが、４グループにわかれ平面作品と立体作品の性質に留意しながら照
明を当て、展覧会における照明の方法について理解を深めた。
《期間》２０２０年１０月３１日（土）、１１月７日（土）１０：４０～１６：００
《参加者》１９名

《実習名》博物館実習 クリーニング
《内容》学芸員養成課程「博物館資料論」において、芸術地域デザイン学部石井美恵先生の指導のもと、作品のクリーニングを行った。ク
リーニングの対象となった作品は当館が所蔵するもので、実際に作品に触れながら学ぶ機会となった。またオンラインで実習の様子を配信する
試みも行った。
《期間》２０２０年１２月１日（火）、８日（火）、１５日（火）、２０２１年１月１２日（火）１０：４０～１２：００
《参加者》３１名
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４．刊行・掲載・見学

〔刊行物〕

図録『美術館で身体を考える』
〔概要〕図録
〔仕様〕Ａ４判８０頁
〔発行部数〕１，０００部
〔発行日〕２０２０年９月２９日

『佐賀大学美術館平成３１年度令和元年度年報』
〔概要〕年報：館概要／沿革／組織図／２０１９年度の活動
〔仕様〕AB版３８ページ ４色刷
〔発行部数〕５００部
〔発行日〕２０２１年２月２８日
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〔掲載紙・テレビ・ラジオ〕 ２０２０年度は総数で新聞等４３件、TV・ラジオ５件が掲載・放送された。※本頁は館主催事業についての報道のみ抜粋

・展覧会「常設展 第１期」（４月１日 佐賀新聞）
・医学の進歩にみる身体の美 佐大美術館で展覧会「美術館で身体を考える」（１０月６日 佐賀新聞）
・人間の身体美術館で考えよう佐賀大で企画展「美術館で身体を考える」（１０月９日 朝日新聞）
・人の身体考える 書物など６０点「美術館で身体を考える」（１０月９日 西日本新聞）
・私の主張 医療はアート、アートは医療「美術館で身体を考える」（１０月２３日 佐賀新聞）
・佐賀大美術館で常設展 四季折 の々郷土風景、戦地の同僚に「常設展 第２期」（１２月１１日 佐賀新聞）
・郷土の風景、情緒豊かに“田園の画家”北嶋兵一展「北嶋兵一が見た景色」（１２月１５日 佐賀新聞）
・きょうの催し「北嶋兵一が見た景色」（１２月１６日 佐賀新聞）
・てれび宣伝隊「美術館で身体を考える」展（サガテレビ）
・佐賀のニュース「美術館で身体を考える」展（NHK）
・不明「美術館で身体を考える」展（ぶんぶんテレビ）
・ただいま佐賀「美術館で身体を考える」展（NHK）
・特集「美術館で身体を考える」展（佐賀新聞）
・記事「美術館で身体を考える」展（朝日新聞）
・投稿「美術館で身体を考える」展（佐賀新聞）

〔見学団体一覧〕 ※事前連絡および申告にて把握できた団体名称および人数。
※参加者数に引率者を含む。

２０２０年１０月７日～２０２１年２月２０日

期日 団体名 人数
１０月７日 経済学部 １年生 入門ゼミ（樫沢） １９
１０月１４日 経済学部 １年生 入門ゼミ（樫沢） ７
１０月２３日 経済学部 ３年生 内山ゼミ ２６
１０月３０日 経済学部 １年生 平地（入門ゼミ） １８
１２月５日 からふる小城 ５

期日 団体名 人数
１２月２４日 芸術表現Ａ 西洋画 小木曽 八頭司 ２８
２月５日 佐賀清和１－６．７ ２６
２月１１日 らいふステージ神埼 １１
２月２０日 佐賀市観光協会 SAGA MADO ９
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寄附金額
（単位千円）
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234,203 234,678233,340232,515231,219229,344226,040223,124

113,279

3,340

５．寄附

［美術館設置募金の経緯］

２０１１年６月 美術館設置募金WG設置

２０１２年４月 美術館設置事業募金開始

２０１３年６月 寄附者芳名帳を公開

美術館規則の制定に伴い、美術館設置募金WGを解散

９月 美術館に高額寄附者銘板を設置

１０月 美術館開館後も美術館設置事業募金を継続

２０２１年３月 募金総額２３４，６７８，７９２円（２０２１年３月３１日現在）

６．職員の館外調査研究・研修等
出口智佳子

日 時：２０２０年６月３日（月）～７日（金）

場 所：国立西洋美術館

目 的：令和元年度国立美術館キュレーター研修「美術館コレクションの活用と近代美術作品調査」

出口智佳子、廣木 昭則

日 時：２０２０年１２月２５日（金）１０：３０－１５：１５

場 所：佐賀勤労者総合福祉センター（メートプラザ佐賀）

目 的：令和２年度著作権セミナー「著作権に関する基礎的な理解を深め、著作権制度の知識や意識の向上」
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７．新収蔵作品

収蔵年 作家名 作家名＿E 作品名 作品名＿E

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 裸婦 Nude

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 裸婦 Nude

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 果物と野菜 Fruits and Vegetables

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo あじさい Hydrangea

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 風景 Landscape

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 裸婦スケッチ Nude

２０２０ 村岡 平蔵 MURAOKA, Heizo 裸婦スケッチ Nude

令和２年度に佐賀大学の所蔵となった物品の内、佐賀大学美術館が保管もしくは管理する作品。

村岡平蔵《果物と野菜》 村岡平蔵《あじさい》村岡平蔵《裸婦》村岡平蔵《裸婦》
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分類 制作年（和暦） 制作年（西暦） 寸法（H×W×D） 素材 出品歴 寄贈者

西洋画 不明 不明 Ｆ１２（６１０×４００） カンバス、油彩 － 綾部伸孝

西洋画 不明 不明 Ｍ３０（９００×６１０） カンバス、油彩 － 綾部伸孝

西洋画 不明 不明 Ｆ８（４５５×３７９） カンバス、油彩 － 綾部伸孝

西洋画 不明 不明 Ｆ１０（５３０×４５５） カンバス、油彩 － 綾部伸孝

西洋画 不明 不明 １５０×２２０ 紙、ペン、油彩 － 綾部伸孝

スケッチ 不明 不明 ２７０×３５５ 紙、鉛筆 － 綾部伸孝

スケッチ 不明 不明 ４１０×３００ 紙、鉛筆 － 綾部伸孝

村岡平蔵《風景》 村岡平蔵《裸婦スケッチ》 村岡平蔵《裸婦スケッチ》
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展覧会 入場者数 会期 日数 主催 展示会場

特別展「美術館で身体を考える」 １，８９６ ９月２９日－１０月２５日 ２４ 佐賀大学美術館 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
特別展示室、小展示室

常設展示第２期 ４，０１５ １１月６日－３月２８日 １１０ 佐賀大学美術館 特別展示室
令和２年度 JA 共済小・中学生第５６回書道・第４６
回交通安全ポスターコンクール １，１９９ １０月２９日－１１月５日 ７ JA 共済 ギャラリー１、ギャラリー２

第１０回 璞友会 ６４３ １１月１０日－１１月１５日 ６ 璞友会 ギャラリー１
SMAART２０２０美術と社会の時間 ３７２ １１月１４日－１１月１５日 ２ SMAART 小展示室

総合展２０２０―connect― ９０４ １１月１９日－１１月２８日 ９ 第６２回総合展実行委員会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室

第６１回佐賀県学童美術展 ２，４１５ １２月２日－１２月６日 ５ 佐賀県造形教育研究会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
第３６回佐賀県高等学校美術教師 第１０回生徒授
業作品展「これが高校美術だ！」 ５６２ １２月１６日－１２月２０日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会芸

術・美術部会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

北嶋兵一が見た景色 ６７９ １２月１５日－１２月２０日 ６ 地域学歴史文化研究センター、
佐賀大学美術館 小展示室

環ジヨウ交さ点２０２１ ４７７ １月５日－１月１２日 ７ 地域デザイン研究科学生作品
展企画委員会

ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室

がばいアーティストたちこれ誰が描いたの？Vol．３ ７４３ １月１９日－１月２３日 ５ Saga ArtBrut Network Center
（SANC） ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

第４５回 佐賀県高等学校書道教師書作展
第４５回 佐賀県高校臨書展（生徒優秀作品展示） ９４０ ２月３日－２月７日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会書

道部門 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

佐賀大学芸術地域デザイン学部・大学院地域デ
ザイン研究科デザインコース卒業・修了制作展 ２，００８ ２月１１日－２月２１日 １０

佐賀大学芸術地域デザイン学
部、佐賀大学大学院地域デザ
イン研究科

ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室

暮らしの日本画展 １２０ ２月２６日－２月２８日 ４
佐賀大学芸術地域デザイン学
部地域デザインコースキュレー
ション実務実践

小展示室

佐賀大学教育学部附属特別支援学校
第５回 児童生徒作品展 ４０４ ３月２日－３月７日 ６ 佐賀大学教育学部附属特別支

援学校 ギャラリー１、ギャラリー２

都市工学専攻・都市工学科・修了卒業制作展 ５６５ ３月５日－３月１１日 ６ 理工学研究科・理工学部建築
環境デザイン学部 スタジオ

佐賀大学学生書作展：My Life～Art of 書道 ２９４ ３月４日－３月７日 ４ 佐賀大学教育学部芸術地域デ
ザイン学部 書道同好会 小展示室

西洋画専攻企画展「BoS」 ８０５ ３月１０日－３月２１日 １１ 芸術地域デザイン学部 ギャラリー１、２

※数値に重複あり

令和２年４月１日～令和３年３月３１日

総入館者数 うち有料入館者数 開館日数
平成２５年度 ２７，１６７ ０ １２５
平成２６年度 ４０，７８０ ２，６５２ ２５４
平成２７年度 ３７，９６５ ０ ２８１
平成２８年度 ３８，４７４ ０ ２９１
平成２９年度 ３４，７１８ ０ ２８５
平成３０年度 ３１，８８３ ０ ２７３
平成３１年度 ３０，６９８ ０ ２８０
令和２年度 １３，９２９ ０ １４０

※数値に重複なし

８．入館者一覧表

［年度別入場者実績］
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2021年7月31日発行

出口智佳子+蒲原文子（佐賀大学美術館）

※本書の仕様は、「平成25年度年報+紀要」（デザイン:佐賀大学文化教育学部 荒木博申教授）を踏襲した。

松尾和俊+廣木昭則

2021

令和　年度
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